
丹野智文さん
若生栄子さん

公益社団法人認知症の人と家族の会
宮城県支部副代表

若年認知症のつどい「翼」世話人
おれんじドア実行委員

若野達也さん
一般社団法人 SPSラボ 若年認知症サポート

センター「きずなや」代表理事

参加者募集： 会費無料・事前申し込みが必要です 定員100名
E-mail   jmkyoku <at> ncgg.go.jp  <at>を@に変えてください （携帯からも受付ます）

FAX    0562-48-7522 にて裏面の記載内容をお送りください。
お問い合わせ先： 国立長寿医療研究センター 長寿医療研修センター 研修開発研究室 （牧 陽子）
E-mail   jmkyoku <at> ncgg.go.jp 電話： 0562-46-0131 内線 7753

電話は不在の時もありますので、できるだけ、メールでお問い合わせ下さい。

2017年 1月8日（日） 13：00-15：30 開場・受付開始 12：30

場 所 国立長寿医療研究センター 教育研修棟 （愛知県大府市）

地域医療介護総合確保基金 認知症支援ボランティア養成事業（愛知県委託事業）

認知症とともにある幸せを考える
新しい幸せの形を認知症当事者の方と考えませんか？

丹野智文さん
「認知症とともに生きる」

42歳 妻と子供2人の4人で暮らし
ている。
39歳で若年性アルツハイマー型認
知症と診断される。
診断後、病気を公表し講演活動や
当事者の為の相談窓口
「おれんじドア」を開催している。

山田真由美さん
「認知症になっても
明るく前向きに歩いていこう」

56歳。51歳で若年性アルツハイマー型

認知症と診断される。若年性認知症本
人・家族交流会での当事者同士の出会
いのなかで前向きな気持ちになる。

「認知症のことを知ってほしい」「当事者
にもっと外に出てきてほしい」という思い
で講演会活動などを行っている。

山田真由美さん
鬼頭史樹さん
名古屋市社会福祉協議会 社会福祉士
名古屋市認知症相談支援センター
若年性認知症相談支援担当

山口智晴さん
前橋市認知症初期集中支援チーム
チームリーダー

対談 「当事者同士が出会う大切さ」



会場へのアクセス
◆JR名古屋駅から

JR東海道線(上り)「大府駅」下車

◆ＪＲ東海道本線 大府駅から知多バス
（大府駅西口にて
森岡台行きまたはげんきの郷行き）
「長寿医療研究センター」下車

お車でお越しの際は、駐車場がございます。

地域医療介護総合確保基金 認知症支援ボランティア養成事業（愛知県委託事業）

認知症とともにある幸せを考える

お申し込み後にキャンセルされる場合は、お手数ですが、FAXまたはメールで
お名前を明記のうえ、ご連絡ください。

2017年1月8日（日） 13：00-15：30 開場・受付開始 12：30～

国立長寿医療研究センター 教育研修棟 （愛知県大府市)

【認知症とともにある幸せを考える 当日プログラム】

13:00-13:15 愛知県委託事業についてのご報告
13:15-13:45 講演「認知症とともに生きる」丹野智文氏
休憩

14:55-14:25 講演「認知症になっても明るく前向きに歩いていこう」山田真由美氏
14:30-15:15 対談「当事者同士が出会う大切さ」丹野智文氏、山田真由美氏、若生栄子氏、

鬼頭史樹氏、若野達也氏、（司会）山口智晴氏
15:15-15:25 ご質問受付け
15:25-15:30 ご挨拶

～参加申し込み方法～

このセミナーの参加登録はFAXまたはE-mailで受付いたします。

FAX    0562-48-7522 FAXはこの用紙をご記入のうえ、お送りください。
（FAXの場合には、受付のFAX返信はおこないませんことを

ご了承いただけましたら、幸いです。）

E-mail   jmkyoku <at> ncgg.go.jp  <at>を@に変えてお送りください
件名を「参加登録」とし、下記内容をお送りください。

お申し込み期限：平成28年12月27日（火）

お名前※ ＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿

住所 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

年代 ＿＿＿代 性別※ 男・女＿

E-mail ＿＿ ＿ ＿＿＿＿＿＿ ＿

（パソコン・携帯いずれも可）

電話番号※ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ FAX番号 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

所属先 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿ ※は必須事項です。


